
令和３年度の政策・予算に関する三重県知事への要望  

三重県商工会議所連合会 
三重県商工会議所連合会（会長 種橋潤治）は、令和２年９月１８日（金）三重県へ令

和３年度の政策・予算に関する要望をおこないました。 
当連合会からは県内の商工会議所の会頭・副会頭、１２名が一堂に会し、三重県側は鈴

木英敬知事をはじめ、関係部局から１１名が出席し、種橋会長が鈴木知事に要望書を手渡

しました。 
要望概要 

種橋会長は、挨拶の中で「新型コロナウイ

ルスの影響を受けている事業者の事業と雇用

を守ること、新しい価値観やライフスタイルに対応する対策支援や地域経済の活性化の取

り組が重要であり、今後は、地方創生を進める為には、IoT・AI 等を活用した DX 化の推

進が必要である。併せて社会基盤整備、さらにはリニア中央新幹線三重・奈良ルートの早

期開通、首都圏一極集中の解消、移住・地方移転の取り組みを進めることが必要である」

と述べ、その後、吉仲専務理事から要望概要を説明し、出席の会頭・副会頭からそれぞれ

地域課題等、提言・要望を発言しました。 
鈴木知事は概要及び各会議所の発言に対し時間を掛け、きめ細かなコメントを述べられ

ました。 

 

▲鈴木知事へ要望書を手渡す種橋会長 

▲挨拶をする種橋会長 

▲ 鈴木知事への提言・要望活動の様子 


